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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 














 本パケット通信システムは GNU Radio Companion（GRC）による無線信号処理シ
ミュレーションソフトウェア、小型シングルボードコンピュータ Raspberry Pi、小型
ソフトウェア無線デバイスLimeSDR miniを使用して実行している。地上局側として、
もう一つの LimeSDR mini を搭載したパソコンを使用している。信号の減衰は送信信
号にノイズを追加することによりシミュレートしている。プリセットモードとして、









 第３章では、GMSK 変調方式、AFSK 変調方式、AX.25 パケット通信に関する理論
を示している。本研究で実装している通信制御用のコード開発についても説明している。 
 第４章では、パケット通信システムのハードウェアの設計と構成を説明している。小











学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、民生品の小型ボードコンピュータと SDR を用いた適応型パケット通信シ
ステムを提案し、信号損失を考慮した最適な変調方式とデータレートを決定するアルゴ
リズムの実装と評価を行っている。小型衛星を想定した小型コンピュータボードの温度
解析と消費電力解析も行っており、帯域幅と電力消費が制限された中でのパケット通信
システム設計の向上に貢献するところが大きいと考えられる。 
 また、本論文に関する学位論文調査会及び公聴会において、審査委員および出席者か
ら、想定しているリンクバジェットに必要となる衛星側の電力、小型衛星に許容可能な
発熱量、パッケトレートの実性能、適応型通信のために最適なパケットのサイズなどに
関して質問がなされたが、いずれも著者から的確な回答がなされ質問者の理解が得られ
た。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
